
ＢＰＭａｎａｇｅｍｅｎｔのための実践モデリング階層

同一オブジェクトをリポジトリ管理出来るツール利用が効果的

標準モデリング階層

事業構造図
Top level

（事業/SBU、売上損益の可視化）

Level 2

目標図
（全社戦略/KPI定義）

Level 5
業務フロー図

(ｵﾍﾟﾚｰｼｮﾝ手順のﾌﾛｰ化)
※概要と詳細で分けるケースもあり

Level 3

取引関係図
（会社間取引関係の可視化）

Level 4

ﾌﾟﾛｾｽﾁｪｰﾝ図
(商流・物流・金流の俯瞰化)

Level 6
入出力条件図

(業務機能の入出力項目、
運用条件／要件の可視化)

出荷ルート設定
(見込生産)

D1.6
輸送コスト

オーダ登録完了から
オーダ出荷準備完了までの期間

コスト

(輸送業者)
ルーティングガイド

応答性

CRP/VMI 輸送業者の集約

連続移送と集約／蓄積による、
輸送業者／経路の最適化

出荷の追跡

出荷担当者

輸送業者格付けデータ

(時系列)
目的

目的 目的

目的 目的

目的目的目的

ポイント＝ヒアリングを繰り返すことで
モデルの精度を向上



Top Level：事業構造モデル「製品・サービスツリー図」

【モデル定義】

会社の収支を管理する事業・ビジネスユニット（SBU :戦略事業単位、

Strategic Business Unit)を表現するモデル

【基本オブジェクトとシンボル】

事業・ビジネスユニット（SBU) 製品/サービス

ARISツール
オリジナル

ARISツール
BPM-QuickWin

Signavioツール
ArchiMate

※使用ツール/メソッドによりいずれかを使用



 モデル作成のポイント

A社事業構造

■会社概要
■第〇期
　　（自 20xx年4月1日 至 20xy年3月31日
■売上高　     xxx億円
■経常利益　　　x億円
■従業員数　　yyy　名

事業X

■売上高　     xxx億円
■経常利益　　　x億円
■従業員数　　zzz　名

事業X-1 事業X-2

 事業X-3



事業Y

■売上高　      xx億円
■経常利益　　　x億円
■従業員数　  　zz　名

事業Y-1 事業Y-2

事業Z
■売上高　       xx億円
■経常利益 xxx千万円
■従業員数　  　zz   名

事業構造モデルサンプルと作成のポイント「規模の明示」

モデルの最上位階層には、全社としての

売上／利益／社員数の規模を明示

第2階層目には、有価証券報告書
に記される“事業セグメント”を配置
し、それぞれの規模を明示

規模の比例して、
シンボルの大きさを

変えることで、
一目みて解り易くする

必要に応じて、事業を構成
するSBU/製品群を明示

事業は、会社の経営を左右する収支（売上・利益）の単位であり、プロセスを捉え、プロセスの価値を評価
するための要となる。また、それぞれの事業／SBUの収支の実績・予算を捉えることで、Level2.戦略モデル
（目標図）につなげる。



表． 事業ごとの売上高・利益の表

有価証券報告書から事業構造図をモデリングする

① 有価証券報告書の事業セグメント毎の売上表の内容に従って、

事業構造図（右図）を作成する（※シンボルの大きさは、売上を基準にした）。

事業構造図
(ARISツールを使って、BPM-QuickWinのシンボルを使用）

※SBUとは、戦略の策定と実行、業績管理を独立して行える事業区分のこと。逆に業績管理単位が決まっていない場合は（なんてことは無いはずだが）、業務改革の前に、まず業績管理単位を決めることが先決。

注）SBUごとの売上の記載がない場合は、後日ヒヤリングで確認して補完する。

② 続けて、記載してある文章から、ＳＢＵ※を読み取って補完する。
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